
そ
の
訳
を
見
ま
す
と
、
単
に
H

一
切
μ
ま
た
は
、
げ
倶

一
切
H
H

と
訳
さ
れ
て

い
ま
す
。

こ
の
語
に

つ
い
て
、
ピ
ユ
ル
ヌ
｜
フ
は
、

ω同
〈
附
君
ロ
E
目

は
、

円
〈
U

ω
・間内・
↓

の

ωω
円〈帥〈
g

H
（

ω丘
〉
が

H
V
M
H
日
と
混
じ
た
も
の
と
云
っ
て
居
り

ま
す
。ま

た
現
に
訳
さ
れ
た
も
の
も、

殆
ん
ど
は
、

一
切
と
訳
さ
れ
て
い
ま
す。

つ
ぶ
さ
に
言
語
の
あ
り
か
た
を
観
て
み
ま
す
と
、

ω吋司印

は
元
来
が
吠
陀
語

で
あ
っ
た
も
の
が

ω
・
穴
・
、
吋
化
ν
さ
れ
形
’答
詞
と
し
て
用
い
ら
れ
る
よ
う
に
な

っ
た
も
の
で
あ
っ
て
、
合
成
さ
れ
た
る

ω〈出口
寸
自

は
、
雪
印

E
Z
R
U
と

復
数
語
尾
を
も
っ
た
名
詞
で
あ
る
と
見
る
可
き
で
あ
ろ
う
。

之
の
よ
う
に
解
釈
を
す
れ
ば
文
法
を
無
視
し
た
も
の
と
し
て
非
難
さ
れ
る

方
も
あ
る
で
し
ょ
う
が
、
仏
教
党
語
に
は
そ
の
非
難
が
当
ら
な
い
。

そ
れ
ば

か
り
か
経
典
成
立
が
古
け
れ
ば
古
い
程
、

一
層
文
法
を
も
っ
て
律
す
れ
ば
読

む
こ
と
も
出
来
な
い
で
し

ょ
う。

例
え
ば
寿
量
口聞
の

』イ
凶
－h

ロ
ロ

何
日
ぎ

を
調

へ
て
見
主
す
と
、

〈
O
庄の

I i 

Z
M可

σ立ハ凶・凶・閉山・、吋・
1
1
1
ム一

切戸門呂町一
ω同・

ω
・穴
・叶
J
i
l
l
印一

1
1
3
 

小川円ロ
ω｝州立。

1
1
1
一
一
印

1
1
1
ム一

H
V
M昨
日
目

〈．
H
U

．
ω
－－Q

以
上
の
よ
う
に
な
り
ま
す
。
こ
の
事
実
を
見
て
も
分
る
通
り
悉
く
の
言
語

が
文
法
の
鉄
則
を
厳
守
し
て
成
立
し
て
い
る
と
は
思
え
な
い
。
こ
の
こ
と
に

つ
い
て
水
野
博
士
も
文
法
書
の
中
で
「
パ

｜
リ
語
の
連
声
法
則
は
党
語
の
如

A
4
1
 

〈
厳
密
で
な
く
、
不
規
則
の
場
合
が
多
い
」
と
言
わ
れ
て
い

る。

凶
〈
巴
邑

と
云
う
語
は
、
国
名
で
あ
る
。
こ
の
国
は
ヴ
イ
ン
デ
イ
ア
の
西

五
百
E
－
と
の
間
に
あ
る
国
で
あ
る
。
こ
の

雪
印
口
立
国
こ
そ
或
る
意
味
で
大

乗
に
関
係
あ
り
と
考
え
ら
れ
る。

ウ
ヱ

ス
タ
ー
ガ
1

ド
。
ク
｜

ン
。
フ
ラ

ン
ケ
等
の
研
究
例
を
上
げ
て
宇
井
伯
寿
先
生
が
結
論
さ
れ
て
、
西
ヴ
イ

ン

デ
イ
ヤ
山
脈
を
中
心
と
し
て
行
わ
れ
た
言
語
が
仏
教
経
典
最
初
の
言
語
と
さ

「
h
J

れ
て
い
る
。
寿
量
品
の

m
E
V同
も
こ
れ
等
言
語
の
影
響
を
受
け
た
と
見
る

事
が
出
来
る
。
法
華
経
中
一
、

二
ケ
所
に
あ
る
、
8
3
E
ロ片
山田

を

υ
全

て
の
ア
ヴ
ン
テ
イ
H

と
訳
し
て
見
る
と
、
今
ま
で
抽
象
的
で
あ
っ
た
経
典
が

一
段
と
具
体
化
さ
れ
て
、
読
者
に
迫
っ
て
来
る
よ
う
に
感
じ
、り
れ
る
の
は
何

故
で
あ
ろ
う
か
。

①
唐
慧
詳

「
法
華
伝
記
」
巻

一
。

ぬ

σげ
町
向
仲
間

HH
頗
締
堕
。

①
同
口
同
国
丘
四
円
ロ
門
凶
旦
ω。
①

水
野
弘
元
著
、
パ
l
リ
文
法

印印
刷u

①
宇
井
伯
寿
著
原
始
仏
教
資
料
論

ω
ヨ
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注
法
華
経
御
間
集
の
意
義
に

つ
い
て

!-U 

喜

/¥ 

注
法
華
経
御
撰
集
の
御
意
閃
、
其
目
的
に
つ

い
て
こ
樋
の
惟
量
を
試
み
ん

と
す
。



付

第

一
に
吾
が
恩
師
片
岡
随
喜
居
士
は
、
注
経
十
巻
は
、
本
経
の
金
文
を

能
摂

・
能
判
と
し
所
注
の
経
論
釈
を
所
摂

・
所
判
と
し
て
、

三
国
仏
教
の

最
要
の
文
を
集
め
て
法
華
経
王
の
大
海
に
注
帰
せ
し
め
、
或
は
本
経
に
比

況
し
て
自
ら
に
諸
経
の
位
次
を
定
め
、
或
は
本
経
に
照
鑑
し
て
自
ら
に
諸

釈
の
謬
解
を
匡
し
給

へ
る
も
の
と
解
せ
り
。
即
ち
法
華
秀
句
に
言
ふ

「
是

政
天
台
一
家
会
二

切
経
一帰
＝法
華
経
一。
是
則
敷
＝
揚
法
華
｝
会
＝
通
諸
経
一」

を
如
実
に
具
現
せ
ら
れ
た
る
な
り
。
故
に
恩
師
は
、
注
経
十
巻
の
御
注
記

中
に
は
聖
祖
御
自
身
の
妙
解
は
牽
末
も
存
ぜ
ざ
る
べ
存
き
こ
と
を
確
信
し

居
ら
れ
た
り
。
右
の
師
説
を
証
す
る

一
例
と
し
て
、

A

注
経
第
六
巻
寿
量
品
の
裏
面
二
ケ
所
に
華
厳
経
新
旧
両
訳
の
阿
僧
紙

品
及
び
仏
小
相
光
明
功
徳
品
を
御
注
記
あ
り
。
右
の
御
所
引
は
仏
が
心

王
菩
薩
討
に
宝
手
菩
薩
に
対
し
て
将
に
説
法
を
開
始
し
給
は
ん
と
す
る

を
叙
し
た
る
が
、
其
説
法
の
内
容
に
つ
い
て
は
引
き
給
ふ
所
な
し
。
惟

ふ
に
、
華
厳
経
の
旧
訳
三
十
四
品

・
新
訳
三
十
九
品
の
内
、
仏
の
自
説

は
唯
此
ニ
品
の
み
な
り
。
然
る
に
法
華
経
は
、
序
品

・
信
解
品
を
除
け

ば
余
の
二
十
六
品
必
ず
仏
の
自
説
あ
り
。
恐
ら
く
は
此
仏
自
説
の
多
少

を
比
況
し
給
へ
る
な
ら
ん
か
。
而
し
て
金
綱
集
の
華
厳
宗
見
聞
に
出
せ

る
「
華
厳
経
一
部
巻
品
次
第
」
に
は
「
仏
説
二
品
」
と
し
て
右
の
両
品

を
挙
げ
、
更
に
阿
僧
祇
品
に
つ
い
て
は
「
此
品
只
紙
一
枚
」
と
記
載
し

あ
り
。

B 

又
、
華
厳
経
の
「
心
如
工
画
師
画
種
々
五
陰

O
心
仏
及
衆
生
是
三
無

差
別
」
を
引
く
に
は
「
如
来
林
菩
薩
説

・
覚
林
菩
薩
説
」
「
或
見
大
菩

薩
充
満
三
千
界

O
或
見
盛
舎
那
於
彼
転
法
輪
」
を
引
く
に
は
「
普
賢
菩

薩
説
」
。
「

一
切
諸
仏
身
唯
是

一
法
身
一
心

一
智
恵
力
無
畏
亦
然
」
を

引
く
に
は
「
賢
首
班
口
薩
答
文
殊
問
云
」
と
、
そ
れ
ぞ
れ
説
主
の
菩
薩
名

を
念
記
し
給

へ
る
事
実
。

に
稽
ふ
れ
ば
、
仏
自
説
の
義
辺
、
や
が
て
は
随
白
意
説
の
義
辺
に
於
て
華

肢
を
法
華
に
比
況
し
給

へ
る
こ
と
を
窺
ふ

べ
し。

さ
り
な
が
ら
地
面
に
於
て
は
、
先
づ
本
経
の
文
去
挙
げ
次
に
其
義
宏
解
明

せ
る
諸
釈
を
引
き
給
へ
る
諸
例
あ
り
。
更
に
注
経
御
注
記
の
経
釈
二
一

O

七
草
の
内
、
玄
義
及
び
文
句
の
本
末
に
て
八
二

一章
を
占
め
居
る
事
実
。

更
に
又
「
仏
三
十
二
相
」

・
「
十
号
」

・
「
大
小
三
災
」

・
「
四
意
趣
」

等
と
標
目
し
て
是
等
＆
註
解
す
る
諸
文
を
注
記
せ
ら
れ
た
る
あ
り
。
此
事

実
は
本
経
を
註
疏
す
る
た
め
に
引
用
せ
ら
れ
た
る
も
の
の
存
す
る
こ
と
を

否
定
す
る
能
は
ず
。

然
し
な
が
ら
「
注
法
華
経
の
注
は
、
註
疏
の
註
に
あ
ら
ず
、
注
帰
の
注
な

り
」
と
す
る
思
師
の
説
は
、
在
来
の
注
経
観
に
は
曾
て
見
る
能
は
ざ
り
し

独
自
の
見
解
に
し
て
、
此
点
、
田
中
智
学
居
士
が
「
即
ち
本
経
を
規
矩
と

し
て
詩
論
群
釈
そ
の
取
る

べ
き
を
取
り
そ
の
捨
つ
べ
き
を
捨
て
、
検
敬
し

て
其
醇
を
介
録
し
、
以
て
条
然
一
大
系
下
に
統
判
し
て
、
天
下
後
世
の
異

義
異
見
を
杜
絶
し
た
ま
へ
る
も
の
、
実
に
是
れ
註
法
華
経
な
り
」
と
道
破

せ
る
と
一
脈
相
通
ず
る
も
の
あ
り
。

日
日
次
に
、
小
子
の
考
ふ
る
所
に
て
は
、
他
日
の
公
場
対
決
を
期
し
、
之
に

備
へ
て
諸
宗
破
立
の
肝
要
を
伝
へ
ん
が
た
め
に
撰
集
せ
ら
れ
た
る
に
は
非

ざ
る
か
。

即
ち

聖
祖
の
加
へ
給

へ
る
設
問
若
く
は
標
自
の
辞
句
に
、
「
疑
云
。
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A 

明

別



エ

司

プ

ス

ヲ

教
一
念
三
千
一
乎
」

・
「
疑
云
。
光
宅
等
諸
師
明
＝
十
界
互
具
一
乎
」

ニ

ク

ス

ノ

ヲ

「
慈
思
改
悔
ノ
文
」
・

「
花
厳
経
如
一
三
位
花
一
明
一
三
乗
作
仏
一
之
文
」

・

三

ス

ノ

ヲ

h

’ハ

νテ
ノ

ナ

ル

ヲ

フ

エ

「
爾
前
秘
密
明一
一
久
遠
実
一
乎
」
・「
慈
恩
恐
還
＝
属
累
経
末
｝
随
一
一
天
台
一

ノ

カ

ス

ル

カ

カ

ル

ノ

之
釈
」
・

「
真
一言
一
行
版
＝
天
台
－
文
」

・
「
嘉
祥
販
一一伏
智
者
一
書
」
等

と
あ
る
こ
と
。

B

曾
谷
抄
に
「
若
黙
止
過
二
期
一
之
後
。
弟
子
等
定
謬
乱
出
来
之
基

也
。
愛
以
愚
身
老
重
己
前
欲
レ
札
一
一
調
之
一
」

と
仰
せ
あ
り
し
聖
教
来
集

と
其
札
調
整
東
に
関
す
る
深
甚
な
る
御
決
意
。

C

御
遷
化
記
録
に
所
謂
「
六
人
香
花
当
番
時
可
レ
披
＝
見
之
一
。
自
余
聖

教
非
ニ
沙
汰
之
限
一
云
一
玄
」
の
御
遺
誠
。

D

注
法
華
経
の
御
注
記
を
根
幹
と
し
て
、
之
に
枝
葉
を
加
へ
て
次
第
に

集
大
成
せ
る
も
の
と
見
ら
る
る
金
綱
集
の
結
構
。

（
此
項
第
十
回
大
会

に
於
て
発
表
）

等
に
之
を
窺
ふ
こ
と
を
得
べ
し
。
但
し
注
経
に
は
、
浄
土
及
び
禅
門
の
教

籍
は
殆
ど
引
用
せ
ら
れ
て
居
ら
ず
、
此
点
諸
宗
破
立
の
肝
要
と
は
称
し
難

き
に
似
た
れ
ど
も
、
文
句

・
記

・
止
観

・
弘
決

・
補
注
等
の
出
だ
せ
る
念

・
禅
対
破
の
要
文
を
御
注
記
あ
り
。
更
に
又
、
注
経
御
撰
集
の
時
は
、
専

ら
真
言
対
破
に
意
を
用
ひ
給
へ
る
故
か
。

右
の
如
く
案
じ
来
れ
ば
、
河
合
日
辰
師
が
「
註
法
華
経
の
事
た
る
や
、
吾

祖
一

代
の
設
化
の
離
奥
を
網
羅
し
て
残
す
こ
と
な
く
、

一
切
経
の
肝
要
、

能
破
所
破
、
至
れ
り
尽
く
せ
り
」
と
述
べ
た
る
、
蓋
し
、
適
評
と
言
ふ
べ

l
レ。

仏
教
興
立
史
上

仏
識
以
後
の
末
法
と
其
重
要
性

木

村

日

紀

仏
陀
予
言
の
末
法
に
「
闘
諦
堅
固
白
法
隠
没
」
の
「
法
滅
的
末
法
」
と
「
於

閤
浮
提
白
法
流
布
」
の
「
法
興
立
の
末
法
」
と
の
二
種
が
あ
る
。
前
者
は
杓

の
五
百
年
を
指
し
、
後
者
は
残
る
九
千
五
百
年
を
指
す
。
前
者
の
滅
亡
史
的

末
法
期
は
世
界
史
上
濁
悪
な
社
会
制
度
や
人
間
思
想
の
悪
傾
向
と
な
っ
て
表

わ
れ
、
そ
れ
に
対
し
て
各
時
代
の
偉
人
の
反
時
間
が
発
生
し
、
そ
れ
が
幾
多
の

過
程
段
階
を
経
て
凡
て
が
革
新
さ
れ
、
現
代
の
如
き
科
学
文
化
の
興
立
史
的

末
法
と
転
じ
て
ゐ
る。

小
生
の
仏
滅
年
代
は
「
衆
聖
点
記
」

の
西
暦
前
四
八

五
年
に
一
致
す
る
か
ら
、
入
末
期
は
西
暦

一
O
一
四
年
と
な
る
。

こ
の
時
代

か
ら
現
代
に
至
る
世
界
史
に
は
前
述
の

二
種
の
末
法
期
が
現
わ
れ
て
ゐ
る
。

其
処
で
法
華
経
流
布
の
立
場
か
ら
す
る
と
、
そ
の
主
体
性
は
末
法
に
あ
る
。

し
て
経
そ
れ
自
体
は
四
仏
知
見
が
示
す
如
く
人
類
唯

一の
解
脱
教
で
あ
り
、

仏
覚
証
を
其
の
ま
ま
を
経
典
化
し
た
も
の
で
あ
る
。
久
遠
本
仏
を
通
し
て
顕

わ
れ
た
「
常
住
不
変
の
諸
法
実
相
」
は
「

一
切
世
間
」
の
本
然
の
姿
を
現
わ
し

た
縁
起
の
理
法
で
極
め
て
合
理
性
の
法
で
あ
る
。
其
が
天
台
大
師
に
よ
っ
て

法
界
円
融
の

一
念
三
千
の
教
理
と
発
展
し
更
に
其
の
合
理
性
が
明
了
と
な
っ

た
。
故
に
法
華
経
は
合
理
性
を
中
心
す
る
現
代
の
科
学
文
化
と
矛
盾
し
な
い

の
み
で
は
な
く
、
其
を
指
導
し
、
其
に
処
を
与
へ
る
真
理
で
あ
る。

放
に
法
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